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「
現
代
か
な
づ
か
い
」は
、
大
戰
直
後
の
昭
和
二
十
一
年
に
内
閣
訓
令
・
告
示
に
よ
り
公
布
さ
れ
た
る
も
の
に

て
、
行
政
上
の
規
定
に
よ
る
。
依
り
て
こ
れ
を
正
さ
ん
と
す
る
に
は
行
政
に
働
き
か
け
ね
ば
な
ら
ず
、
た
め
に

は
政
治
の
力
を
必
要
と
す
る
こ
と
理
の
當
然
な
る
べ
し
。
長
き
あ
ひ
だ
、
そ
は
認
識
さ
れ
た
れ
ど
、
具
體
的
な

る
發
動
は
か
な
は
ぬ
こ
と
と
半
ば
諦
め
を
り
た
る
に
、
こ
こ
に
國
語
問
題
協
議
會
よ
り
派
生
せ
る
「正
か
な
づ

か
ひ
の
會
」
、
滝
沢
幸
助
氏
を
會
長
に
戴
く
に
及
び
て
、
國
語
問
題
、
政
治
の
世
界
に
一
歩
を
踏
出
す
に
至

れ
り
。 

滝
沢
幸
助
會
長
、
昭
和
五
十
八
年
に
福
島
に
て
民
社
黨
黨
員
と
し
て
出
馬
、
衆
議
院
議
員
に
當
選
、
以
後

國
語
の
正
常
化
を
國
議
内
に
て
働
き
か
け
、
人
名
漢
字
制
限
の
撤
廢
、
五
十
音
圖
の
復
活
を
訴
ふ
。
因
み
に
、

滝
沢
な
る
姓
、
新
漢
字
に
よ
る
も
の
と
見
ら
る
る
も
、
實
は
江
戸
時
代
よ
り
の
由
緒
あ
る
家
系
に
よ
る
も
の

な
る
こ
と
、
過
日
、
テ
レ
ビ
の
福
島
探
訪
時
に
目
撃
せ
ら
れ
た
り
。 

か
か
る
滝
沢
議
員
の
強
力
な
る
國
語
正
常
化
活
動
に
同
調
し
、
昭
和
六
十
一
年
、
自
由
民
主
黨
、
民
社
黨

の
衆
參
兩
院
議
員
九
十
八
名
が
、
硬
骨
漢
の
稻
葉
修
議
員
を
會
長
に
「
國
語
問
題
を
考
へ
る
國
會
議
員
懇

談
會
」を
設
立
せ
り
。
遺
憾
な
る
こ
と
な
が
ら
こ
の
議
連
、
滝
沢
議
員
の
退
隱
に
よ
り
、
活
動
低
迷
、
短
期
間

に
自
然
消
滅
し
た
る
も
の
の
ご
と
し
。 

平
成
二
十
年
に
設
立
せ
ら
れ
し
今
囘
の
國
語
議
連
、
發
足
以
來
六
年
を
閲
せ
る
こ
と
、
會
長
の
一
貫
し
て

平
沼
赳
夫
議
員
な
る
こ
と
、
同
氏
の
軸
の
ぶ
れ
ざ
る
こ
と
と
共
に
慶
賀
す
べ
き
、
囑
目
す
べ
き
こ
と
な
り
。 

例
會
に
は
毎
囘
、
必
ず
や
文
部
科
學
省
、
文
化
廳
の
課
長
級
擔
當
者
の
、
部
下
數
名
と
共
に
出
席
す
る
も

異
色
の
こ
と
な
ら
ず
や
。
餘
談
な
が
ら
、
一
日
、
漢
字
の
扱
ひ
に
つ
き
文
化
廳
國
語
課
を
訪
ひ
た
る
こ
と
あ

り
。
一
國
の
言
語
文
化
の
軸
た
る
べ
き
こ
の
國
語
課
、
狹
き
部
屋
に
十
名
少
し
が
課
員
な
れ
ば
、
こ
れ
の
み
に

て
日
本
全
國
の
國
語
教
育
に
對
處
し
を
る
こ
と
に
驚
か
る
る
と
共
に
、
防
衞
費
よ
り
多
額
な
る
豫
算
を
扱
ふ

文
部
科
學
省
本
廳
の
、
國
語
課
を
蔑
視
せ
る
が
ご
と
き
扱
ひ
に
憤
り
感
じ
た
る
も
の
な
り
。 

國
語
議
連
の
例
會
に
お
き
て
は
、
既
に
し
て
文
科
省
に
幾
つ
か
の
質
問
を
投
げ
か
く
。 

平
成
二
十
三
年
に
お
け
る
、
五
十
音
圖
の
、
ヤ
行
の
（
い
、
え
）
、
ワ
行
の
（ゐ
、
ゑ
）
の
穴
空
き
に
對
す
る
囘
答

は
、
學
習
指
導
要
領
、
教
科
書
圖
書
檢
定
基
準
に
は
そ
の
取
扱
ひ
の
基
準
は
設
け
て
を
ら
ず
、
内
容
は
、
各

教
科
用
圖
書
の
發
行
者
（
つ
ま
り
民
間
企
業
）
等
に
て
適
切
に
判
斷
さ
れ
る
も
の
な
り
、
と
他
所
事
然
た
る

も
の
な
り
。
他
の
質
問
に
對
す
る
囘
答
の
み
を
擧
ぐ
れ
ば
、
「檢
定
基
準
に
お
い
て
、
指
導
要
領
に
示
す
内
容

を
不
足
な
く
取
上
げ
る
こ
と
を
求
め
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
、
指
導
要
領
に
示
さ
れ
て
ゐ
な
い
内
容
を
と
り
あ
げ

る
や
う
求
め
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
」
「マ
ス
コ
ミ
の
關
係
で
は
、
新
聞
と
か
放
送
系
そ
の
他
色
々
と
取
り
決
め

を
さ
れ
て
を
ら
れ
る
と
承
知
し
て
ゐ
る
が
、
國
が
そ
れ
に
對
し
て
何
か
と
い
ふ
の
は
難
し
い
」等
々
と
何
事
に

も
困
難
を
繰
返
し
、
木
で
鼻
を
括
り
た
る
ご
と
き
役
人
答
辯
な
り
し
。 

斯
く
て
、
文
科
省
、
法
制
局
に
求
め
た
る
、
五
十
音
圖
の
是
正
、
國
歌
君
が
代
（
歌
詞
）
表
記
の
是
正
な
る
た

だ
二
つ
の
項
目
の
最
低
目
標
は
、
六
年
經
ち
て
も
達
成
さ
れ
ざ
る
ま
ま
な
り
。 

さ
は
い
へ
、
毎
年
の
ご
と
く
に
國
語
議
連
の
例
會
に
出
席
し
、
平
沼
會
長
を
初
め
と
す
る
熱
意
あ
る
議
員
達



の
質
問
、
信
念
表
明
に
接
せ
る
あ
ひ
だ
に
、
役
人
達
の
國
語
施
策
に
對
す
る
意
識
に
變
化
讀
み
取
ら
る
。
政

府
側
の
答
辯
、
當
初
の
こ
は
張
り
た
る
見
下
し
調
は
消
え
て
、
わ
れ
ら
斯
く
努
力
せ
り
と
い
ふ
べ
き
も
の
と
な

る
。 

本
年
五
月
の
例
會
に
お
き
て
、
文
科
省
の
課
長
、
多
く
の
資
料
持
參
し
、
國
語
科
の
内
容
に
つ
き
、
小
學
一

二
年
に
お
い
て
は
、
昔
話
や
神
話
・
傳
承
な
ど
の
本
や
文
章
の
讀
み
聞
か
せ
を
し
、
三
四
年
に
て
は
、
易
し
い

文
語
調
の
短
歌
や
俳
句
に
つ
き
て
情
景
を
思
ひ
浮
べ
た
り
リ
ズ
ム
を
感
じ
取
り
な
が
ら
音
讀
や
暗
誦
を
し
た

り
す
る
こ
と
と
な
り
た
り
と
説
明
す
。
資
料
に
は
、
兔
や
鰐
の
切
拔
き
用
の
繪
ま
で
入
り
し
い
な
ば
の
白
兔
、

や
ま
た
の
お
ろ
ち
、
海
さ
ち
山
さ
ち
の
話
な
ど
あ
り
。 

興
味
深
き
は
、
既
に
二
年
に
て
「
い
ろ
は
歌
」
の
載
れ
る
こ
と
な
り
、
こ
こ
に
新
假
名
の
ル
ビ
つ
き
に
て
ワ
行
の

（
ゐ
、
ゑ
）
現
は
る
。
た
だ
今
も
「
ひ
ら
が
な
の
ひ
ょ
う
」
と
表
面
糊
塗
せ
る
圖
表
名
か
ら
拔
け
出
せ
ざ
る
は
、

國
語
學
上
に
て
も
基
本
た
る
べ
き
五
十
音
圖
を
迂
囘
せ
ん
と
の
意
味
な
ら
ん
か
。 

五
六
年
の
教
科
書
に
て
は
、
親
し
み
易
き
古
文
、
漢
文
、
近
代
以
降
の
文
語
調
の
文
章
に
つ
き
内
容
の
大
體

を
知
り
音
讀
す
と
せ
ら
れ
、
ま
た
古
典
に
つ
き
解
説
し
た
る
文
章
を
讀
み
て
昔
の
人
の
も
の
の
見
方
や
感
じ

方
を
知
る
こ
と
と
あ
り
。
更
に
資
料
を
見
る
に
、
假
名
及
び
漢
字
の
由
來
、
特
質
な
ど
に
つ
き
理
解
さ
せ
る

方
向
と
て
、
ゐ
ゑ
を
含
む
變
體
假
名
の
載
る
も
の
も
あ
り
。
こ
こ
に
國
語
教
育
に
於
け
る
流
れ
、
漸
く
に
日

本
文
化
尊
重
へ向
は
ん
と
す
る
か
と
見
受
け
ら
れ
た
り
。 

「日
本
文
化
の
繼
承
と
發
展
」を
理
念
と
す
る
小
學
生
用
教
科
書
副
讀
本
が
現
は
れ
た
る
は
、
平
成
十
七
年

に
て
、
國
語
問
題
協
議
會
の
理
事
、
石
井
公
一
郎
氏
と
萩
野
貞
樹
氏
の
編
輯
に
か
か
る
も
の
な
り
。
こ
こ
に

て
は
第
一
學
年
よ
り
難
波
津
な
ど
の
古
歌
、
ル
ビ
附
き
な
れ
ど
歴
史
的
假
名
遣
に
て
紹
介
さ
る
。
そ
の
二
年

後
に
世
田
谷
區
日
本
語
特
別
區
向
け
の
教
科
書
作
ら
れ
、
こ
れ
は
さ
ら
に
道
元
の
和
歌
や
杜
甫
の
絶
句
ま

で
が
一
二
學
年
に
て
學
ぶ
對
象
と
さ
る
。
更
に
平
成
二
十
一
年
に
は
低
學
年
と
高
學
年
の
分
册
と
な
つ
た

「
小
學
國
語
讀
本
」
を
元
國
語
問
題
協
議
會
主
事
の
土
屋
道
雄
氏
が
刊
行
、
こ
れ
は
總
ル
ビ
に
て
韻
文
は
は

づ
し
、
古
事
記
に
よ
る
も
の
の
多
い
、
い
は
ゆ
る
お
話
を
載
す
。
新
潟
縣
新
發
田
市
も
日
本
語
特
別
區
に
指

定
さ
れ
、
獨
自
の
教
科
書
を
作
成
せ
り
と
聞
く
。
以
上
ど
の
讀
本
も
、
と
て
も
文
部
省
の
檢
定
は
通
る
ま
い

こ
と
を
前
提
と
し
て
を
り
、
今
の
文
科
省
の
方
針
が
逆
に
そ
の
動
き
に
追
隨
す
る
が
ご
と
く
に
見
ゆ
る
も
面

白
き
現
象
な
ら
ず
や
。 

今
囘
文
科
省
の
提
示
せ
る
資
料
の
中
に
一
番
心
搏
た
れ
た
る
は
、
日
本
名
鬼
怒
鳴
門
こ
と
、
ド
ナ
ル
ド
＝
キ

ー
ン
氏
の
「か
な
え
ら
れ
た
願
い
ー
ー
日
本
人
に
な
る
こ
と
」な
る
文
章
に
て
、
小
學
六
年
に
配
當
せ
る
教
科

書
の
あ
り
た
る
こ
と
な
り
。
教
科
書
の
編
輯
よ
り
檢
定
を
經
て
生
徒
が
使
用
す
る
に
至
る
ま
で
は
通
常
四
年

を
要
す
。
キ
ー
ン
氏
、
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
日
本
人
の
み
ご
と
な
る
對
應
を
見
て
最
終
決
斷
し
、
翌
平

成
二
十
四
年
日
本
に
歸
化
す
。
こ
の
文
章
、
何
時
書
か
れ
た
る
か
は
存
知
せ
ざ
れ
ど
、
平
成
二
十
七
年
の
生

徒
使
用
と
な
る
と
、
兔
角
反
日
日
本
人
の
團
體
の
反
對
に
て
遲
る
ゝ
も
の
が
、
こ
の
文
章
は
一
年
早
ま
り
た

り
と
見
ゆ
る
。
こ
れ
を
思
ふ
に
、
戰
後
の
昭
和
二
十
一
年
十
一
月
に
告
示
に
よ
り
公
布
さ
れ
た
「
現
代
か
な

づ
か
い
」
は
、
審
議
開
始
よ
り
半
年
と
經
つ
て
を
ら
ず
、
い
か
に
蒼
惶
の
間
に
國
の
大
事
が
決
定
さ
れ
た
か
に

改
め
て
憤
り
を
覺
ゆ
。 



  


